
○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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Ｂ

Ｃ

保護者
①学校はALTを生かし
外国語に触れる機会を
設け、コミュニケーショ
ン能力の向上に努めて
いる。
②学校は人権教育の
推進を目指し、文化や
価値観の異なる相手を
理解・尊重する心を育
む態度の育成に努め
ている。
③学校は児童が地域
や社会の課題に目を
向け、課題解決しよう
と行動する力の育成を
図っている。
児童
①ALTの先生と話した
り、外国語の文化を
知ったりしながら、日本
以外の国への興味をも
つことができている。
②自分や友達、周りの
人や生き物を大切にし
ている。
③地域や世界の課題
を調べ、課題を解決し
ようとしている。

保護者
①学校は特別の教科
道徳を中心に学校生
活全体で道徳教育を
推進し、児童の豊かな
心の育成に努めてい
る。
②学校は授業を工夫し
たり、ＮＩＥ教育を行った
りしながら学力向上に
努めている。
③学校は体育や休み
時間などに体を動かす
機会を設け健やかな
体の育成や健康教育
などを通して基本的な
生活習慣の向上に努
めている.
④学校は保育園や幼
稚園、そして中学校と
の交流に積極的に取り
組んでいる。

児童
①道徳の授業では友
達と意見を交流した
り、自分の考えを発表
しながらたくさんの考え
をもつことができてい
る。
②授業やＮＩＥタイム・
算数タイムなどの学習
では、めあてを達成す
るために考えたり、調
べたり、友達と交流し
ながら学習に取り組む
ことができている。
③休み時間に外で元
気に遊んだり、早寝早
起き朝ごはんに取り組
んだりしながら、健康な
生活を送れるよう努力
している。
④自分と違う学年の友
達と仲良くすることがで
きている。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・おおたの未来づくりがきちんと取り組みがされており、教職
員、保護者、、児童の方々への理解度が高く、とても良くでき、
評価も高いです。これからも協力していきましょう。
・こどもたちが自ら進んで学習に取り組む姿が見れて良いと思
います。
・他者と協働して、より一層意欲的に学習に取り組むことをめざ
してください。
・取組評価が３に対して、成果評価が４なのは、少し疑問に思
う。
・児童アンケートより、こどもたちの日々の学校生活が充実した
ものに感じる。
・STEAM教育と、これだけを目にすると難しいことに感じるが、
教科書、ノートとタブレット等色々な道具を柔軟に使いこなし、学
習することかと思う。そして、それをうまく活用できていると思う。

・どこに子ども達に刺激になるか図り知れないので、日常活用
できる英語など、興味を持ってもらい伸ばす身近な地域交流等
も刺激の1つだと感じますので、色々なことを積極的にやってい
ただき、評価は高いです。
・国際社会において、外国語は必要不可欠となっている昨今、
今のうちに興味を持たせる取り組みは評価できる。
・地域社会、国際社会に関心をもつきっかけづくりの新しい工夫
が必要と思います。
・外国語活動はそれと同時に国際社会に関心を持たせることに
なるかと、タブレットやデジタル教材を使い、楽しくあきの子ない
学びを期待する。

・学校、家庭の連携がとれており、個性が発揮でき基礎となるこ
とはできて大変良いと感じております。
・心、体、学力、健やかな成長に努めている取り組みに良い評
価が持てる。
・学校は道徳授業を中心に生活指導において、児童の豊かな
心の育成と健やかな体の育成に努めています。
・乳幼児期から小学校、中学校へと学業だけでなく、社会道徳、
生活習慣、食育、運動と成長とともにスムーズに行える様に努
めていることがわかる。
・たてのつながり、よこのつながりにより、より一層の成長を期
待する。
・近年の熱中症対策については、教職員、学校の対策に加え
て、広く内外からの抜本的な対策を期待する。

保護者
①学校は児童がすす
んで課題を解決した
り、創造したりする教育
活動の充実に努めて
いる。
②学校は児童が自ら
判断したり、他者と協
力したりする教育活動
の充実に努めている。
③学校は児童がタブ
レット端末を正しく活用
し、情報活用する力の
向上に努めている。
児童
①すすんで課題を解決
したり、創造したりしな
がら学習を進めてい
る。
②自分で決めたり、友
達と話し合ったりしなが
ら学習を進めている。
③タブレットを正しく使
い、自分の考えをまと
めたり、情報を集めた
りしながら学習を進め
ている。

４：全体
で９０％
以上

３：全体
で８０％
以上

２：全体
で７０％
以上

１：全体
で７０％
未満

４：全体
で９０％
以上
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ
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・教職員:
生きる力の育成に関しては、おおむね
できている。特に体験活動についての
項目が高い評価となり、新教科である
おおたの未来づくりに向けて、どの学
年も計画的に取り組んできた成果で
ある。

・保護者アンケート:
全ての項目において、教育活動の充
実が高い評価を得ている。日頃の教
育活動の様子を保護者とともに共有
できている成果である。

・児童アンケート:
学習意欲の高さが感じ取れる。半数
以上の児童が主体的に学習に取り組
んだという実感をもっている。また反対
にその実感が感じ取れていない児童
が約1割であり、この底上げが課題で
ある。教員も児童も明確なめあてを
もって授業に取り組むことをの教育活
動の柱としていく。

〇児童が、より意欲的に学習に取り組
むことをめざし、大田区学習効果測定
など、数値による資料も大いに参考に
しながら、計画的な学習活動を推進し
ていく。

教職員：
外国語活動や、人権教育について
は、全教職員が協力して進めているた
め、高い評価であった。児童に対し
て、国際社会に興味をもたせるという
点では、あまり高い評価ではなかっ
た。外国語活動、社会科、総合的な学
習の時間などを通して、世界に目を向
け、課題意識をもたせる取り組みが必
要である。

保護者アンケート：
ALT（外国語指導助手）の活動は、充
実が図れている。保護者にもこの活動
がより理解してもらえるよう、学校公開
日での取り組みなども計画していく必
要がある。

児童アンケート：
地域との学習については、各教科で、
積極的に校外学習や地域の学習協力
者との交流などにより、充実が図れて
いる。

〇国際社会に関心をもたせるという点
では、児童の発達段階に合った取り
組みが必要である。最初に興味をもた
せることから進めていく。

3

教職員：
個に応じた指導及び、サポートルーム
の拠点校としての取り組みが成果とし
て表れている。今後も、さらに個別最
適化された学習環境の整備を進め、
確かな学力の育成につなげていく。

保護者アンケート：
特別の教科道徳、NIE教育、健康教育
など、保護者への周知や理解が十分
に図れているのは成果である。今後も
道徳授業地区公開講座、学校保健委
員会などの充実を図り、保護者の理
解をより高めていくことを目指してい
く。

児童アンケート：
学習での児童の交流活動の充実が図
れているのは大きな成果である。体育
活動に関しては、夏の間の熱中症対
策についての配慮の中で、どのように
運動の時間の確保を行うかが課題で
ある。

〇熱中症対策として、本校の施設の
活用を工夫する。屋根のある第二校
庭や、プールの日陰のためのシート、
校庭に常にテントを張り、休憩スペー
スを作るなど。

4

２：全体
で７０％
以上

１：全体
で７０％
未満

４：全体
で９０％
以上

成果
評価

令和７年度　大田区立仲六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

学校の教育目標：　　「日々新しく伸びゆく仲六の子」　　・なかよくする子　・かんがえる子　・こころゆたかな子　・はたらく子　・くじけない子
児童数：　234名（令和7年5月1日現在）　　　　学級数：　10学級（1年1学級　2年2学級　3年2学級　4年2学級　5年1学級　6年2学級）
概要：　1957年開校で今年度68周年。地域と学校のつながりが強く、教育活動にたいへん協力的な地域である。
目指す学校像：自ら考え、自ら行動する
目指す児童像：主体的に学習、運動に取り組むことができる
特色ある教育活動：言語活動の充実（読書活動　NIE教育）　　　地域連携（おおたの未来づくり）

学校関係者記入欄
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1

Ｃ

３：全体
で８０％
以上

目標に対する成果指標

12

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4
③体育や保健体育の授業など様々な機
会を通して、健康教育や食育を推進し、基
本的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図っ
ている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図ってい
る。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能
力の向上、豊かな国際感覚の育成を図っ
ている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、
人権教育を推進し、自分とは異なる文化
や価値観をもつ相手を理解し、互いに尊
重し合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

3

4

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図って
いる。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。

3

4

３：全体
で８０％
以上

3

２：全体
で７０％
以上

１：全体
で７０％
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

教職員：
学校はICT環境や安全指導の充実が
図れている。これは計画的なICT研修
や実践的な避難訓練の成果である。
今後も教職員のスキルを高めながら、
より良い教育環境を整えていく。

保護者アンケート：
地域連携や安全面についての理解が
高い。今後も防災教育の充実を図りな
がら、命を守るための判断力、行動力
を身に付けさせる活動を進めていく。

児童アンケート：
避難訓練に真剣に取り組める児童が
非常に多い。学校としての日常からの
安全に関しての意識がこのような成果
につながっている。

〇地域の防災活動にも積極的な参加
を推進しながら、地域と連携した安全
な学校の環境づくりを進めていく。

4

・ほぼ、目標は達成されていると感じております。お互いに地域
活動との繋がりで協力をしていきたいと思います。
・より一層、地域と連携を図り、こどもたちに防災意識の向上に
努めていただきたい。
・学校は児童の安全安心を向上させるための教育を実践してい
る。
・学校とこどもたちが、この町のコミュニティの中心であることを
感じます。その一端を担えるよう、地域が連携をし、より一層強
固にしたいと思う。それらが地域の安全につながると思う。

・この問題に関しては学校だけの問題ではなく、地域との連携、
保護者への理解度を含め町ぐるみで対応すべき問題と感じて
おります。
・町会行事にこどもたちの参加が増えてきている傾向がとても
良い。
・高齢化と人材不足で、「地域の力」が落ちてきている。学校の
要望、児童、保護者の期待に応える「地域の力」が弱くなってき
ている。教委や行政からの過度な要請が地域の負担となってい
るケースが少なくない。
・読み聞かせやPTAイベントに参加するのですが、こどもたちが
私を認知して、登下校時などに挨拶を返してくれるのは嬉しい。
学校、家庭での教育環境がしっかりしているのを感じる。
・地域行事に参加する姿、大変嬉しく思います。
・PTAのことですが、新年レクの時間が、今回は1時間半しかな
く、色々なものが簡素化され、子どもたちがかわいそうに思うと
の意見がありました。
・以前も書きましたが、前の仲六郷小学校は児童自らあいさつ
をしてくれました。今の仲六郷小学校は、こちらが挨拶しても
スッと通り過ぎていく子が多く、寂しく思います。

・この問題は1番考えなくてはいけない部分で教職員の技量が
問われることと考えており、教職員のメンタル面も考慮し、フォ
ローしなくてはいけない部分と思いますが、バランス良く感じて
おります。
・児童一人一人対話を尊重した教育活動を行っている姿勢は
評価に値する。
・教職員は一人一人の児童に向き合い、工夫ある授業に取り組
まれている。

教職員：
学校経営方針に基づいた教育活動を
進めていく中で、取り組むべき業務を
精選しながら、教職員の児童に向き合
うための時間を適切に確保することが
課題である。

保護者アンケート：
教職員の授業への工夫や、地域の特
色を生かすこと、そして、一人一人の
児童に向き合うことなど、高い評価を
得ている。今後も、保護者や地域との
連携を深めながら、指導の充実をめざ
し、カリキュラムマネジメントを実践し
ていく。

児童アンケート：
めあてをもつこと、地域と関わること、
そして、先生と話す時間が十分にある
ことなど、児童の教育活動の充実を図
ることができている。

〇校内研究やOJTを通し、深い学び
に向けた授業力の向上を目指してい
く。

4

・取り組んだ内容はとても良いと感じました。児童の中にはキチ
ンと喧嘩を止め、勇気をもった対応した姿も見ているので、評価
は高い事です。ただ保護者にいじめの概念が定義されていない
なと理解されず、いじめに値してしまいます。それを踏まえて自
分らしさを取った取り組みは、重要な事なので慎重にお願いし
ます。
・インクルーシブ教育の構築への期待をしております。
・インクルーシブ教育の私個人は、差別区別なく、同じ教育を受
けられると解釈している。それは助け合い支え合うことが大切で
評価以上の事が出来ているのではと思う。

教職員：
インクルーシブ教育については、今
後、しっかりとした体制の充実を図る
ため、校内研修や、関係諸機関での
研修についての充実を図りながら、進
めていく必要がある。

保護者アンケート：
保護者会や面談を通して、学校が保
護者と共に児童の成長のために教育
活動を進めている事には理解が図れ
ている。いじめの未然防止に関しての
活動が理解されていない部分も多々
ある。

児童アンケート：
児童と教員との関係性の良さが成果
である。相談しやすい環境は今後もよ
り継続、充実を図っていく。

〇保護者会などを通して、本校の生
活指導の取り組みを定期的に、また
数値等で具体的に伝えていくことが必
要である。

3

Ｂ 1

１：全体
で７０％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ

Ｄ

保護者
①教員は児童の実態
に合わせＩＣＴや体験活
動、見学等を取り入れ
たりしながら授業を工
夫し、わかりやすい授
業になるよう努めてい
る。
②教員は地域の特色
を生かした教育活動を
実施しようと努めてい
る。
③教員は一人一人の
児童に向き合いなが
ら、児童の学校生活が
充実するように努めて
いる。
児童
①めあてに向けて、一
生懸命に学習に取り組
むことができている。
②地域のことを調べた
り、考えりする学習を
通して、仲六郷地域の
ことをたくさん知ること
ができている
③先生と話す時間がた
くさんあり、学校生活を
楽しく過ごすことができ
ている。

２：全体
で７０％
以上

１：全体
で７０％
未満

保護者
①学校は児童一人一
人を大切にした教育に
努めている。
②学校はいじめは絶対
にしないという事を児
童に伝え、いじめの未
然防止・早期発見・早
期対応に努めている。
③学校は三者面談や
保護者会などを通し
て、保護者と一緒に児
童のよりよい成長を考
えようと努めている。

児童
①困ったことがある時
には、学校の先生方の
中に相談できる人がい
る。
②いじめは絶対にいけ
ないことだと思ってい
る。
③学校の先生方は、自
分のことを応援してくれ
ている。

４：全体
で９０％
以上

１：全体
で７０％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：全体
で９０％
以上

保護者
①学校は地域の伝統
や文化を教育活動に
取り入れようと努めて
いる。
②学校は児童の安全
な学校生活のために
実態に合った避難訓練
などの危機管理に努
めている。
児童
①地域の方にインタ
ビューをしたり、見学を
したりすることを通し
て、地域のことを知るこ
とができた。
②きまりを守って行動
することができている。
③避難訓練には真剣
に取り組むことができ
ている。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：全体
で７０％
以上

３：全体
で８０％
以上

３：全体
で８０％
以上

４：全体
で９０％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地
域の協力により実施している。

3

２：全体
で７０％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働し
た様々な活動を実施している。

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き
出す個別最適な学びと協働的な学びの一
体的な充実の視点による授業改善を行っ
ている。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安
全な学校生活づくりを踏まえて、学習環境
を整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見、早期対応等
のための組織的な対応を実施している。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保す
る等、ウェルビーイングを高める取組を
行っている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

2

4

2

4

Ｂ 1

保護者
①学校は家庭と地域と
連携・協力しながらより
よい教育環境づくりに
努めている。
②学校は地域人材や
地域資源等を活用した
教育活動の充実に努
めている。
③学校は教育活動を
学校公開や行事、学校
だよりや学年だよりな
どで情報を発信するこ
とに努めている。
④家庭ではＰＴＡや地
域の行事に参加してい
る。
⑤家庭ではお子さんの
良いところを日頃から
伝えほめている。
児童
①仲六郷地域のことが
好き。
②地域行事に参加す
ることは楽しい。

教職員：
地域連携に向けて、積極的に取り組
んでいるが、登下校の見守りや家庭
教育に関する情報の発信について
は、取り組むべき課題である。

保護者アンケート：
PTAや地域行事については、参加は
増えているが、一部の児童及び保護
者になっている。参加を推進するため
に、広報活動の工夫が必要である。

児童アンケート：
地域行事への参加を増やしていくた
め、学校が地域コミュニティの中心と
なり推進していくことが必要である。

〇児童が、地域行事へ参加すること
での成果について。学校、地域、PTA
が連携し示していく必要がある。

Ｄ

Ｃ

Ｃ

3

3

３：全体
で８０％
以上

1

Ｂ

4

3

2

Ｃ

４：全体
で９０％
以上

３：全体
で８０％
以上

２：全体
で７０％
以上

Ｄ

Ａ 11

１：全体
で７０％
未満

Ｄ

Ａ 12


